
撮影地点8 2022/8/5（撮影方向：南）

大沢川の調査範囲内で確認できた最大礫径．
花崗閃緑岩の巨礫（長径約1～2 m前後）が複数堆積．
ただし，礫の供給元は，大沢川の堰堤上流からではなく，堰堤下流の擁壁工下に存在してい
た礫が今回のイベントで移動したと考えられる（擁壁工下部が洗掘された写真，参照）．


